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大沼淳一氏から 

多摩川流域の放射性セシウム動態調査の基本を学ぶ会 

～ 多摩川の水と底質調査ネットワーク ～ 

 

 

2011年3月の東京電力福島第1原子力発電所の爆発により放出された放射能汚染物質の影響は関東

一円にも及び、三多摩各地のごみ焼却灰も放射能で汚染されました。 

 

放射性核種が河川生態系、さらには東京湾沿岸生態系に取り込まれて一定の生物濃縮などのメカニズ

ムを経て、その一部はやがて私たちの体に戻ってきます。半減期を考慮すれば、私たちは、今後 100年

間はその挙動を監視しなければならないでしょう。 

 

こうした観点から、今回は多摩川流域における放射性セシウムの動態の一部を把握するために、多摩

川の底質および氾濫原沈殿泥の放射性セシウム存在量、また生物等に及ぼす影響を計画的に調査・監視

することで、汚染の実態を把握し、安全な多摩川を後世に残すべく努力するために、多摩川の流域調査

計画を立ち上げることになりました。 

 

今後、調査は対象となる多摩川流域の市民参加によって継続的に進め、研究者や専門家の助言や指導を

受けながら取り組む計画です。調査結果は１年ごとに検証し、報告書として発表し、関連地域・機関に

広報することを目指します。 

 

 調査を始めるにあたり今回、環境調査の専門家である大沼淳一氏をお招きして「調査堲所の見つけ方」、

「土壌の採取の仕方」などの調査の基本を学ぶ市民参加のワークショップを開くことにしました。 

 多摩川流域の放射性セシウム動態調査に関心興味のある方はぜひご参加ください。 

 

 

「多摩川の水と底質調査ネットワーク」準備チーム 

ちょうふ市民放射能測定室 担当 藤川 泰志 

たまあじさいの会 担当 森本 弘文  
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大沼淳一氏から 

多摩川流域の放射性セシウム動態調査の基本を学ぶ会 

～ 多摩川の水と底質調査ネットワーク ～ 

 

【日時】 2013年 12月 1日 （日曜日） 10：00～15：00 

【堲所】 多摩川水道橋の堰付近の河川 （最寄：小田急線「和泉多摩川」駅） 

【集合】 小田急線「和泉多摩川」駅改札 10：00 

【企画】 「多摩川の水と底質調査ネットワーク」準備チーム 

（たまあじさいの会、ちょうふ市民放射能測定室、ちくりん舎、他） 

【講師】 大沼淳一氏 

【内容】 ●土壌（検体）の採取堲所の選び方。採取方法 

  ●調査の基礎知識、準備、装備などについて 

  ●分析と分析結果に関する基礎知識 

●採取の実習 

  ※ 注意：申込み者以外の当日参加者も考えられるため、団体保険は掛けられません。 

          事故等のないように参加者各自十分ご注意下さい。 

 

【予定】 10：00  集合（小田急線「和泉多摩川」駅改札） 

  10：30 ～ 座学（狛江市の和泉多摩川地区センター） 

  12：00 ～ 昼食（各自ご持参ください） 

  13：00 ～ ＊多摩川河川へ移動。直線距離で 200メートルくらいです。 

  13：30 ～  実習（多摩川） 

  15：00  現地解散 

16：00 ～ 17：30 情報交換会（自由参加。駅周辺のお店） 

 

【装備】 動きやすい服装 

 

【参加費】 無料 ＊解散後「情報交換会」へご出席の方は各自飲食費のご負担をお願いします。 

 

【参加申込/問合せ】 

  ●ちょうふ市民放射能測定室（藤川） misatoya＠jca.apc.org 

       電話 090-6111-6450 

●たまあじさいの会（森本）  hilojpn＠hotmail.com 

       電話 090-1419-1902 

 


